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ファイバチャネルゾーン分割に関する情報
ファイバチャネルゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを 1つ以上のゾーンに
区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できるファイバチャネルイニシエータ
とファイバチャネルターゲットのセットが定義されます。ゾーン分割により、ホストとストレー

ジデバイスまたはユーザグループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になります。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データの損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減
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ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできませ
ん。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

• 1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

ゾーンセットに関する情報

各ゾーンセットは、1つまたは複数のゾーンから構成されます。ゾーンセットを使用して、ファ
イバチャネルファブリック内でアクセス制御を実行することができます。また、ゾーンセット

には次のような利点があります。

•アクティブにできるのは、常に 1つのゾーンセットだけです。

•ゾーンセット内のすべてのゾーンは、ファブリック内のスイッチ全体で単一のエンティティ
としてアクティブまたは非アクティブにできます。

•ゾーンセットへの変更は、ゾーンセットがアクティブになるまで適用されません。アクティ
ブなゾーンセットに変更を加える場合は、変更を適用するためにそのゾーンセットを再ア

クティブ化する必要があります。

• 1つのゾーンを複数のゾーンセットのメンバにできます。

•ゾーン内の各スイッチは最大 500のゾーンセットを持つことができます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割の
サポート

Cisco UCSManagerは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割とCisco UCSManagerベー
スのファイバチャネルゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメイン内ではゾー
ン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使って Cisco
UCSドメインを設定できます。

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレー
ジとローカルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEのストレージは
ファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSローカルゾーン
分割を使用して Cisco UCS Managerで実行されます。既存のファイバチャネルまたは FCoE
のアップリンク接続を無効にする必要があります。現時点では、Cisco UCSは、UCSローカ
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ルゾーン分割機能の利用において、アクティブなファイバチャネル/FCoEアップリンク接続
をサポートしていません。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEのストレージはファ
ブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDSまたは Nexus 5000スイッ
チを介して Cisco UCSドメインの外部から実行されます。この設定では、Cisco UCSドメイ
ンでのローカルゾーン分割はサポートされません。

ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割
Cisco UCS Managerベースのゾーン分割の場合、Cisco UCS Managerは、このタイプのゾーン分割
で設定されたすべての VSANのゾーンの作成やアクティブ化など、Cisco UCSドメインのファイ
バチャネルゾーン分割の設定を制御します。このタイプのゾーン分割は、ローカルゾーン分割、

または直接接続ストレージとローカルゾーン分割の組み合わせとも呼ばれます。

VSANがアップストリームスイッチの VSANと通信するよう設定され、ファイバチャネル
ポートまたはFCoEアップリンクポートを含んでいる場合は、CiscoUCSManagerベースのゾー
ン分割を実行できません。

（注）

サポートされているファイバチャネルゾーン分割モード

Cisco UCS Managerベースのゾーン分割は、次のタイプのゾーン分割をサポートしています。

•単一のイニシエータと単一のターゲット：Cisco UCS Managerは、vHBAとストレージポー
トの組み合わせごとに 1つのゾーンを自動作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれ
ます。ゾーンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾー

ン分割を設定することをお勧めします。

•単一のイニシエータと複数のターゲット：Cisco UCSManagerは、vHBAごとに 1つゾーンを
自動作成します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想

される場合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

vHBA イニシエータグループ
vHBAイニシエータグループによって、サービスプロファイル内のすべての vHBAのファイバ
チャネルゾーン分割設定を決定します。Cisco UCS Managerにはデフォルトの vHBAイニシエー
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タグループが含まれていません。ゾーン内のサーバに割り当てるサービスプロファイルで vHBA
イニシエータグループを作成する必要があります。

vHBAイニシエータグループでの設定により、以下が決定されます。

•イニシエータグループに含める vHBA（vHBAイニシエータとも呼ばれる）。

•ファイバチャネルストレージ接続ポリシー。これには、関連する VSANおよびストレージ
アレイ上のファイバチャネルターゲットポートが含まれます。

•グループに含める vHBAに対して設定するファイバチャネルゾーン分割のタイプ。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーには、Cisco UCS Managerベースのファイバチャネル
ゾーン分割の設定に使用される、ストレージアレイ上の一連のターゲットストレージポートが

含まれています。このポリシーは、組織またはイニシエータグループの下に作成できます。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続している必

要があります。ファイバチャネルストレージ接続ポリシーに組み込むこれらのアレイのターゲッ

トストレージポートには、ファイバチャネルストレージポートまたは FCoEストレージポート
を使用できます。ポートのWWNを使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバチャネル
ゾーンのポートを識別します。

Cisco UCS Managerはデフォルトのファイバチャネルストレージを作成しません。（注）

ファイバチャネルアクティブゾーンセット設定

ファイバチャネルゾーン分割が有効になっている各 VSANでは、Cisco UCS Managerは自動的に
1つのゾーンセットと複数のゾーンを設定します。ゾーンメンバーシップは、相互通信が許可さ
れたイニシエータとターゲットのセットを指定します。CiscoUCSManagerは自動的にそのゾーン
セットをアクティブにします。

Cisco UCS Managerは、ユーザ設定の vHBAイニシエータグループとそれらの関連したファイバ
チャネルストレージ接続ポリシーを処理し、ファイバチャネルイニシエータとターゲット間の

必要な接続を決定します。CiscoUCSManagerは、次の情報を使用し、イニシエータとターゲット
間のペアワイズゾーンメンバーシップを構築します。

• vHBAイニシエータのポートWWNは、vHBAイニシエータグループから作成されます。

•ストレージアレイのポートWWNは、ストレージ接続ポリシーから作成されます。
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スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

スイッチベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSドメインはアップストリームスイッチからゾー
ン分割設定を継承します。CiscoUCSManagerでは、ゾーン分割の設定に関する情報を設定したり
表示したりできません。VSANに対してスイッチベースのゾーン分割を適用するには、CiscoUCS
Managerでその VSANのゾーン分割を無効にする必要があります。

Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分
割に関するガイドラインおよび推奨事項

ファイバチャネルゾーン分割の設定を計画する際は、次のガイドラインおよび推奨事項を考慮し

てください。

ファイバチャネルスイッチングモードは Cisco UCS Manager設定用のスイッチモードでなければ
ならない

Cisco UCS Managerにファイバチャネルゾーン分割を処理させる場合は、ファブリックインター
コネクトがファイバチャネルスイッチモードである必要があります。エンドホストモードでは

ファイバチャネルゾーン分割を設定できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構成で
ある場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一のVSANセットを設定することを推奨
します。

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerにより制御されるファイバチャネルゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了する
必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、Cisco UCSドメイン内の
ファブリックインターコネクトの接続を、外付けファ

ステッ

プ 1   
イバチャネルスイッチ（MDSなど）から切り離し
てください。
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目的コマンドまたはアクション

この機能は現在、Cisco UCS
Manager GUIでは使用できませ

Cisco UCSドメインにまだ外部ファイバチャネルス
イッチによって管理されたゾーンが含まれる場合は、

ステッ

プ 2   
ん。このステップは、Cisco UCSこれらのゾーンを削除するために、影響を受けたす

Manager CLIで実行する必要があ
ります。

べての VSANで
clear-unmanaged-fc-zone-allclear-unmanaged-fc-zone-all
コマンドを実行します。

エンドホストモードではファイバ

チャネルゾーン分割を設定できま

ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブ

リックインターコネクトでファイバチャネルスイッ

チングモードを設定します。

ステッ

プ 3   
せん。ファイバチャネルスイッチ

ングモードの設定を参照してくだ

さい。

イーサネットポートの FCoEスト
レージポートとしての設定および

ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必要

なファイバチャネルと FCoEストレージポートを設
定します。

ステッ

プ 4   
ファイバチャネルストレージポー

トの設定を参照してください。

クラスタ設定では、SAN Uplinks
Managerのファイバチャネルゾー

1つ以上の VSANを作成し、ファイバチャネルゾー
ンのトラフィック転送に必要なすべての VSANで、
ファイバチャネルのゾーン分割を有効にします。

ステッ

プ 5   
ンに組み込んで、共通/ブローバル
設定を使用して両方のファブリッ

クインターコネクトにアクセスで

きるようにVSANを作成すること
をお勧めします。ファイバチャネ

ルゾーン分割用の VSANの作成,
（7ページ）を参照してくださ
い。

必要に応じて、この手順を実行し

てサービスプロファイルにファイ

1つ以上のファイバチャネルストレージ接続ポリシー
を作成します。

ステッ

プ 6   
バチャネルゾーン分割を設定する

ことができます。ファイバチャネ

ルゾーン分割用の VSANの作成,
（7ページ）を参照してくださ
い。

この設定を完了するには、次の手

順を完了します。

ファイバチャネルゾーン経由で通信する必要がある

サーバに対してサービスプロファイルまたはサービ

ステッ

プ 7   
スプロファイルテンプレートにゾーン分割を設定し

ます。
• vHBAに割り当てられた
VSAN（複数の場合あり）の
ゾーン分割を有効にします。

参照先ファイバチャネル
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目的コマンドまたはアクション

ゾーン分割用の VSANの作
成, （7ページ）

• 1つ以上の vHBAイニシエー
タグループを設定します。

[Expert]ウィザードを使用し
たサービスプロファイルの作

成を参照してください。

ファイバチャネルゾーン分割用の VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [SAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。
VSANは、どのサブタブでも作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのす
べての VSANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

CiscoUCSManagerがCiscoUCSドメインに対してファイバチャ
ネルゾーン分割を設定するかどうかを決定するためのオプショ

ンボタンをクリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチがファイバチャネ
ルゾーン分割を処理します。またはファイバチャネルゾー

ン分割は、Cisco UCSドメインに対して実行されません。
Cisco UCSManagerはファイバチャネルゾーン分割を設定
しません。

• [Enabled]：Cisco UCS Managerは Cisco UCSドメインに対
してファイバチャネルゾーン分割を設定し、制御します。

CiscoUCSManagerを介してファイバチャネルゾーン
分割をイネーブルにする場合は、ファイバチャネル

ゾーン分割に使用されているVSANでアップストリー
ムスイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定し
ます。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブ
リック内で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能な
ファブリックごとに異なる VSAN IDにマッピングされま
す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
に、各ファブリックの [VSAN ID]フィールドと [FCoE
VLAN]フィールドが表示されます。

[Type]オプションボタン
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説明名前

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定できます。4079
は予約済みVSAN IDです。また、FCエンドホストモードを使
用する場合は、3840～ 4079も予約済みのVSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた固
有識別情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS
Managerでは、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されま
す。4048をVLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定す
る必要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEスト
レージポートのネイティブVLANは、デフォルトでVLAN
4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグ
レード前にVLAN 1を使用するように設定されていた場合
は、使用または予約されていない VLAN IDに変更する必
要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更する
ことを検討します（その VLAN IDが使用されていない場
合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォル
ト VSAN用の FCoE VLANは、デフォルトで VLAN 4048
を使用します。FCoEストレージポートネイティブVLAN
は VLAN 4049を使用します。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの
FIP対応統合型ネットワークアダプタの場合は、FCoE VLAN
IDのネイティブ VLANではないネームド VLANを使ってネー
ムドVSANを設定する必要があります。この設定により、FCoE
トラフィックが確実にこれらのアダプタを通過できるようにな

ります。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

新しいファイバチャネルゾーンプロファイルの作成
新しいファイバチャネルゾーンプロファイルを作成するには、次の手順を実行します。
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はじめる前に

VSANがファイバチャネルゾーン分割用に作成されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
ステップ 3 [FC Zone Profiles]を右クリックして、[Create FC Zone Profile]を選択します。
ステップ 4 [Create FC Zone Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

プロファイルの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

このフィールドは任意です。ゾーンプロファイ

ルについての簡単な説明を入力します。

[Description]フィールド

ゾーンプロファイルの必要な状態を選択しま

す。

[FC Zoning]オプションボタン

FCユーザゾーンを作成するには、テーブルの
右側にある [+]アイコンをクリックします。
[Create FC User Zone]ウィンドウが表示されま
す。FCユーザゾーンを作成するための詳細に
ついて次の手順を続行します。

[+]アイコンが無効の場合、テーブル
のエントリをクリックして、有効に

します。

（注）

[FC User Zones]

ステップ 5 [Create FC User Zone]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

FCゾーンの名前です。

この名前には、1～32文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設
定方法を決定します。次のオプションから選択

できます。

• [Path A]：ファブリック Aにだけ存在する
VSAN IDへの VSANパスです。

• [Path B]：ファブリック Bにだけ存在する
VSAN IDへの VSANパスです。

[Path]オプションボタン

VSANを選択するには、次のいずれかを実行しま
す。

（注）

• Select VSAN

• VSANの作成

• [Create Storage VSAN]

ネットワークにすでに存在するVSANに割り当
てられる固有識別子です。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設
定できます。4079は予約済み VSAN IDです。
エンドホストモードでは、ファイバチャネル

ゾーン分割を設定できません。

[Select VSAN]ドロップダウンリスト

新しいウィンドウに新しいVSANを作成するに
は、[+]アイコンをクリックします。これによ
り、ファイバチャネルゾーン分割用の VSAN
の作成, （7ページ）で同じタスクを実行す
ることができます。VSANを作成したら、ここ
に戻り、チャネルゾーンプロファイルの作成

を続行できます。

[Create VSAN]リンク
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説明フィールド

新しいウィンドウに新しいストレージVSANを
作成するには、[+]アイコンをクリックします。
これにより、ファイバチャネルゾーン分割用

の VSANの作成, （7ページ）で同じタスク
を実行することができます。VSANを作成した
ら、ここに戻り、チャネルゾーンプロファイ

ルの作成を続行できます。

[Create Storage VSAN]リンク

ワールドワイドポート名（WWPN）を作成す
るには、テーブルの右側にある [+]アイコンを
クリックします。[Create FC Zone Member]ウィ
ンドウが表示されます。

このゾーンのWWPNを入力します。

[Member WWPNs]

ステップ 6 [Create FC Zone Member]ウィンドウの [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Create FC User Zone]ウィンドウの [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Create FC Zone Profile]ウィンドウの [OK]をクリックします。
新しく作成されたファイバチャネルゾーンプロファイルは、[FC Zone Profiles]の下に表示されま
す。

ファイバチャネルゾーンプロファイルの削除
ファイバチャネルゾーンプロファイルを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
ステップ 3 [FC Zone Profiles]をクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、削除するゾーンプロファイルの名前を右クリックします。
ステップ 5 [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。

ゾーンプロファイルは、システムから削除されます。
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ファイバチャネルユーザゾーンの削除
ファイバチャネルユーザゾーンを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
ステップ 3 [FC Zone Profiles]をクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、ゾーンプロファイルを選択します。
ステップ 5 FCユーザゾーンに移動します。
ステップ 6 削除するユーザゾーンの名前を右クリックします。

ステップ 7 [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。
ユーザゾーンがシステムから削除されます。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Storage Connection Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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